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    教会創立１０３周年 
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2026年 5月 17日 5394週 

 

 【 今年度のテーマ・聖句 】 
 
神の愛によって生きるキリストのからだ  

「見よ、兄弟たちが共に座っている。 

なんという恵み、なんという喜び。」 

（詩編１３３編１節） 

 

巻 

頭 

言 
 
 
 
 

牧
師 

加
藤
英
治 

 

私
に
影
響
を
与
え
て
く
れ
た
本
㉜ 

フ
ロ
マ
ー
ト
カ
『
人
間
の
途
上
に
あ
る
福
音
』（
新
教
出
版
社
、
２
０
１
４
年
） 

 

 

フ
ロ
マ
ー
ト
カ
は
、
二
十
世
紀
に
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
チ
ェ
コ
で
活
躍
し
た
神
学
者
で
す
。
か
つ
て
は

「
ロ
マ
ド
カ
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
ヒ
ト
ラ
ー
の
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
国
家
に
抵
抗
し
、
戦
後
は

チ
ェ
コ
の
社
会
主
義
社
会
で
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
の
証
し
を
行
い
続
け
ま
し
た
。
よ
り
民
主
的
な

社
会
主
義
を
目
指
す
「
プ
ラ
ハ
の
春
」
運
動
で
も
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
こ
の
本

は
、
チ
ェ
コ
語
の
た
め
翻
訳
が
難
し
い
彼
の
書
物
で
邦
訳
さ
れ
た
も
の
の
中
で
も
貴
重
な
も
の
で

す
。
キ
リ
ス
ト
信
仰
の
概
要
に
つ
い
て
、
ま
と
ま
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。 

 

フ
ロ
マ
ー
ト
カ
は
、
キ
リ
ス
ト
信
仰
の
始
ま
り
を
、
神
に
よ
る
呼
び
か
け「
召
命
」
に
求
め
ま
す
。

「
信
仰
は
、
人
間
が
特
定
の
使
命
に
呼
び
か
け
る
声
を
聞
い
た
と
き
に
初
め
て
本
質
的
に
生
じ

る
の
で
あ
る
。
」
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
神
は「
人
間
に
呼
び
か
け
る
神
」
で
あ
り
、
ま
さ
に「
人
間
へ
の

途
上
に
あ
る
神
」
だ
か
ら
で
す
。「
神
の
言
葉
は
人
間
と
共
に
あ
る
と
聖
書
は
宣
べ
伝
え
る
。
つ

ま
り
、
常
に
人
間
の
あ
と
を
追
う
神
は
、
人
間
と
共
に
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。―

―
―

神
の

言
葉
は
単
に
人
間
の
あ
と
を
追
う
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
人
間
の
と
こ
ろ
に
降
り
立
つ
。―

―

―

神
の
言
葉
が
人
間
の
場
に
降
り
る
と
い
う
こ
と
は
、
人
間
に
な
る
、
そ
う
、
肉
体
に
な
る
と
い

う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
」
そ
れ
が
、
あ
の
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
だ
っ
た
の
で
す
。 

 

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
お
い
て
、
人
間
の
あ
と
を
追
い
、
つ
い
に
肉
体
と
な
っ
た
神
の
道
は
、
徹
底

し
て
い
ま
し
た
。「
神
は
、
人
間
が
己
の
能
力
を
駆
使
し
て
自
ら
を
高
め
る
道
や
場
所
で
は
人
間

と
出
会
わ
な
い
。―

―
―

神
は
貧
窮
と
孤
独
の
底
、
罪
、
死
、
墓
場
に
あ
る
人
間
を
追
い
求
め

て
下
っ
て
く
る
。
」「
神
は
、
罪
深
く
死
す
べ
き
人
間
と
の
連
帯
を
表
明
す
る
。
し
か
し
表
明
す
る

だ
け
で
は
な
い
。
貧
し
さ
に
あ
え
ぐ
無
力
な
人
間
と
自
分
を
同
一
視
し
、
人
間
の
後
を
追
う
。

―
―
―

す
な
わ
ち
神
は
、
無
力
な
赤
子
か
ら
墓
場
で
の
呪
わ
れ
た
死
に
至
る
ま
で
人
間
の
道
に

お
い
て
人
間
と
共
に
い
る
。
受
肉
し
た
神
の
言
葉
で
あ
る
イ
エ
ス
は
、
人
間
を
教
化
せ
ず
、
脅
さ

ず
、
道
徳
化
せ
ず
、
裁
か
ず
、
嘆
か
な
い
、
む
し
ろ
人
間
が
溺
れ
、
破
滅
し
、
死
ぬ
と
こ
ろ
に
赴

き
、
人
間
を
救
う
。
」
こ
の
キ
リ
ス
ト
と
の
出
会
い
が
、
フ
ロ
マ
ー
ト
カ
の
生
涯
を
も
決
定
づ
け
ま

し
た
。
最
後
の
病
床
で
彼
は
弟
子
に
命
じ
ま
し
た
。「
い
か
な
る
困
難
が
あ
ろ
う
と
も
西
側
に
亡

命
し
て
は
な
ら
な
い
。
私
た
ち
は
祖
国
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
民
衆
と
苦
難
を

共
有
す
る
こ
と
に
お
い
て
の
み
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
信
実
を
証
し
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。
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◎今週の集会(５月１７日～５月２３日) 

 

＜聖書＞ テモテⅠ ４：６～１６ 

 

２０日(水) 祈祷会Ⅰ １０：３０ 

       祈祷会Ⅱ １９：３０ 

  （司会・奨励 加藤英治牧師） 

 
  

 

  
◆ 主日礼拝    午前 10時 30分 
 

司会 木村正美執事 

奏楽  田中由紀子姉 

 
 

前  奏  

招  詞  イザヤ４２：１～４ 

頌  栄  ６６７(聖なるかな聖なるかな)             

主の祈り   (新生讃美歌の扉を参照)」 

交  読  ３８(宣教命令) 

讃  美  ３３９(教会の基) 

聖  書  Ⅰテモテ ３：１４～１６ 

(新共同訳 386ｐ 口語訳 329ｐ) 

祈  祷 

子どもメッセージ        加藤英治牧師 

讃  美 ６５０(喜びて主に仕えよ) 

                   聖歌隊 

宣  教 「 信じ生きるための柱と土台 」 

 加藤英治牧師 

祈  祷 

讃  美   ３４２ (教会世にあり)  

献  金         祈り：島田利一兄 

                (受付当番) 

頌  栄  ６７４(父 み子 384聖霊の)    

祝  祷            加藤英治牧師 

後  奏  

報  告 

◎今月の聖句 

「神の霊によって導かれる者は皆、
神の子なのです。」 

 
（ローマの信徒への手紙 

8章 14節） 
            

 

 

本日の集会 

教会学校   

 

 

 

 

 

 

主日礼拝の当番 

受付：船津丸泰 田中登美子  

お花：庄司まり子 
 
聖歌隊練習・会堂清掃 
        11：50～12：05 
昼食      12：05～12：40 
執事会     12：40～14：40 

今週の聖書日課と祈り        

１７日(日) テモテⅠ ３：８～１６      坂田 友 

１８日(月) ペトロⅠ ４：７～１１    島田利一 

１９日(火) ガラテヤ ３：２８       下川礼子 

２０日(水) コリントⅠ １６：２１～２４ 庄司 眞 

２１日(木) ペトロⅠ ２：１８～２５    庄司まり子 

２２日(金) ヨハネ １４：１６～１７   世良聡子 

２３日(土) 使徒言行録 １：３～５    世良優裕 

 
 
 
 
 
 

 

幼小科  

１０：３０～１１：４０ 

中高科、青年・成人科 

９：３０～１０：１５ 


